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複合文化施設整備の今
〜議会における審議経過〜

　市執行部では、令和 2 年 3 月に閉館した石岡市民会館に代わる新たな施
設の整備へ向け検討を進めています。また、石岡市議会においても、令和
4 年 6 月に議員全員で構成する複合文化施設建設特別委員会（以下「特別
委員会」）を設置し、検討内容について集中的に審議をしてきました。
　令和 6 年第 3 回定例会の内容を中心に、審議経過についてご紹介します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

複合文化施設建設
特別委員会の記録
はこちらから▼

委員会の記録

令和4年6月～令和5年4月（石岡市議会改選前）
　執行部の整備方針として、執行部より下記の内容が示され、審議を行ってきました。

令和5年6月～令和6年8月（石岡市議会改選後）
　令和５年４月の石岡市議会議員選挙を経て、新たな顔ぶれでの特別委員会の設置となりました。執行部から
は再検討実施後の基本構想の説明、審議会からの中間答申の内容を踏まえた整備方針（下表）が改めて示され、
さらなる審議を行ってきました。

第10回複合文化施設建設特別委員会（令和6年9月11日）
　執行部より、整備方針を踏まえた概算事業費と財源内訳の説明がありました。詳細は下表のとおりです。

　令和 4年第 3回定例会において、補正予算案（駅東地区の測量・地質調査委託料）を否決。その後、令和 4
年 10月 11日の特別委員会で、執行部より基本計画案の取り下げと再検討を行う方針が示されました。
　また、令和5年 3月 15日の特別委員会では、執行部から提出された石岡市複合文化施設整備審議会（以下「審
議会」）を設置するための条例案を審議し、令和 5年第 1回定例会において可決。令和 5年 4月 1日より条例
が施行され、複合文化施設整備事業について調査・審議を行い、意見を求める市長の附属機関として審議会が
設置されました。

　さらに、いしおかイベント広場には、図書館、ふるさと歴史館、屋外・屋内の遊具施設などの公共施設と、
民間の商業施設の複合整備を推進するとの説明がありました。以前からの建設地の課題や新たに示されたイベ
ント広場の活用について、様々な質問や意見が出されました。

建 設 地 駅東地区（鹿島鉄道跡地・市営駅東駐車場）

事 業 手 法 ＰＦＩ【ＢＴＯ】方式（民間が施設を建設し、所有権を市に移転した上で、民間が
維持管理・運営を行う方式）

概 算 事 業 費 122.7 億円（別途 維持管理・運営費 約 4 億円（毎年））

複合化対象施設 市民ホール、図書館、子どもの遊び場・親子のふれあいスペース、市民活動スペー
ス　他

建 設 地 駅東地区（鹿島鉄道跡地・市営駅東駐車場）

事 業 手 法 整備：公設（市が建設）　運営・維持管理：民間活力の利用を検討

複合化対象施設 市民ホール、市民活動スペース、図書館の一部機能　他

概 算 事 業 費 金 　 額

設 計 ・ 建 設 費 約 73.4 億円

維持管理・運営費（毎年） 約 9,736 万円

財 源 内 訳 金 額（億円）

国 庫 補 助 金 15

合 併 特 例 債 36.1

地方債（公共事業等債） 8.34

複合文化施設整備基金 10

一 般 財 源 3.95

合　　計 73.39
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第10回複合文化施設建設特別委員会（令和６年９月11日）での議論
概算事業費と財源内訳について、疑問点や懸念事項を各委員が質問しました。また、建設場所に
ついて、議論が進まない状況を踏まえ、執行部の方針に対する委員会としての可否を採決しました。

建設予定地が決定していない中で、駅
東地区建設を前提とした事業費となっ
ているように思う。イベント広場の場
合の事業費も出すべきではないか？

駅東であってもイベント広場であって
も、この建物に関する概算建設費は変
わらないものと考えている。

財政推計で基金残高がマイナスとなる
時期が早まっている。これだけ大きい
事業を抱える中で市長の見解は？

行財政改革の視点から、事務事業のビ
ルドアンドスクラップの実施、公共施
設の適正規模の精査などを進め、今後
も健全な財政運営に取り組むことで、
財政対応が可能であると判断した。

第３回定例会閉会日（令和６年９月12日）
　定例会が閉会となる最終日、山本進議員ほか 11 名の議員により「複合文化施設を駅
東地区へ建設する計画に反対する決議案」が提出されました。
　本決議案は、即時日程に追加され、採決の結果、賛成多数で可決しました。

複合文化施設を駅東地区へ建設する計画に反対する決議（全文）

　現在、複合文化施設建設特別委員会において審議されている複合文化施設建設事業については、
次のように納得できない部分が多くあるため、このままこの事業を進めていくことは容認できない。

１．複合文化施設建設候補地は、 未だ決定されておらず、 建設場所の選定理由が不明である。
２．駅東地区での建設に当たっての安全性の担保と災害発生時の対応について明確な説明がなく、

人命の安全確保が担保されているとは言えない。
３．提供される資料の内容は、駅東が有利に感じられるよう恣意的に作成されている。
４．建設後の具体的な運営方法についての方針も見られない。
５．執行部の事務の進め方には疑問が多い。議会軽視、委員会軽視と感じている。
６．駅東地区での建設に対しては、令和 6 年 9 月 11 日の特別委員会で諮られ、賛成少数であった。

　以上のようなことから、複合文化施設の建設に当たり容易に見過ごすことができない状況であり、
また、市長が進めようとしている複合文化施設建設では、石岡市の将来像が見えてこないことから、 
現在の駅東地区へ建設するという計画については、断固反対するものである。
　以上、決議する。

委員の提案により、複合文化施設を駅東地区に建設することについて、委員会としての可
否を採決

【結果】賛成少数→委員会として駅東地区建設に反対する意思が確認される

この結果を受け、委員長から執行部に対し、「あくまで意思確認ではあるが、執行部とし
てこの結果を受けとめ、今後の運営に検討事項として反映をしてほしい」旨の説明があり
ました。

　決議には法的拘束力はありませんが、議会の意思を対外的に表明するものであり、これ
を受けて今後執行部がどのような判断をしていくのか注視し、複合文化施設がよりよいも
のとなるよう審議していきます。　　　
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補正予算の主な事業と予算額

第
３
回
定
例
会

■フラワーパーク駐車場
　整備事業 用地購入 5,300 万円

■石岡駅周辺整備事業 西口駅前広場
整備工事 1,367 万 3 千円

■市営住宅維持管理経費 建物修繕 700 万円

■学校施設環境改善事業 実施設計委託料 761 万 2 千円

■教育振興支援事業 施設用備品 173 万 5 千円
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石岡市議会ハラスメント防止条例の制定
ハラスメントを防止し、市民から信頼される、品格ある議会を目指す

　令和 6 年 6 月 11 日の議会運営委員会において、委員より「石岡市議会ハラスメント防止条例」の制定に
ついて提案がありました。
　その後、同委員会において、条例の内容等について継続して審議を行ってきました。
　その結果、令和 6 年第 3 回定例会最終日に委員会提出議案として提出され、採決の結果、全会一致で可決
しました。

石岡市議会ハラスメント防止条例　可決までの流れ

議会運営委員会（令和6年6月11日）
委員から「議員によるハラスメント事案については、これまで全国で数多く報告がされており、これは
当市議会も例外ではない。また、ハラスメントに関する議員研修会に参加し、ハラスメント防止の重要
性について再認識をしたところである。そのようなことから、全ての議員が相互に人格を尊重し、地方
自治の本旨に基づく役割を十分発揮できるよう、市民から信頼される、品格ある議会を目指すため、当
市議会として条例を制定することを提案する」旨、説明があり、令和 6 年第 2 回定例会最終日に委員
会提出議案として提出する方針が示される。
議会運営委員会（令和6年6月20日）

委員から「石岡市法令遵守の推進に関する条例との整合性がどう担保できるのか疑念がある。これらの
ことを整理をして、さらに文面等についても、もう少し練ったほうがいいのではないか」等の意見があり、
第２回定例会での提出を見送り、継続審査していくことを決定。
議会運営委員会（令和6年8月9日）

前回委員会での意見を踏まえた修正案が提示される。出席委員の所属する各会派で確認し、次回委員会
で改めて協議することとする。
議会運営委員会（令和6年9月11日）

前回委員会で示された修正案を、令和６年第３回定例会最終日に、委員会提出議案として提出する方針
を決定。
令和6年第3回定例会　最終日（令和6年9月12日）

採決の結果、委員会提出議案「石岡市議会ハラスメント防止条例を制定することに
ついて」が全会一致で可決。

●−−− 石岡市議会ハラスメント防止条例のポイント −−−●

○対象は「議員間」又は「職員と議員との間」に生じたハラスメント
○ハラスメント相談窓口を設置
○議長は、ハラスメント行為が確認されたとき、当該議員に対する必要な
　措置を実施（指導、助言、注意、氏名の公表等）
○議長は、ハラスメントの防止を図る（研修等の実施に努める）

ハラスメント
防止条例議案

内容詳細はこちら▼
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学校施設環境改善事業
実施設計委託料761万 2千円を計上

石岡市議会委員会条例の一部改正
手続のオンライン化への対応等

　東小学校及び南小学校の体育館に空調設備を整備
する。昨今の気象状況の変化を踏まえ、小中学校の
体育館における熱中症事故予防及び児童生徒の快適
な学習環境を確保する観点から、体育館への空調整
備を進めるもの。

2 校で整備されるが、それぞれ費用の内訳
は？

面積、規模、構造等がほぼ同じなので、1
校当たり約 380 万円の 2 校分。

学校体育館の空調機器整備の進め方と、現
状は？

昨年度、八郷中学校の武道場に大型の冷暖
房機能がついた空調機を導入した。統合再
編や大規模な改修予定がないこと、比較的
施設が新しいことなどがら２校を選定し
た。その他の小中学校は、次年度以
降の検討課題として取り組む。

　地方自治法の改正による議会に係る手続のオンラ
イン化へ対応すること等により、全国市議会議長会
で示す標準市議会会議規則が改正されたこと等によ
り、当該条例の一部を改正するもの。

改 正 内 容
　委員会においては、利害関係者や専門知識を有す
る人などから、広く意見を聞く公聴会が開催できる。
そこで意見を述べる人は、あらかじめその理由等を
委員会に申し出ることになっており、申し出につい
て、メールなどの方法で行うことができる規定を追
加するなど、必要な改正を行った。

議会の会議は、地方自治法、議
会基本条例や委員会条例、会議
規則に従って運営しています。

請願・陳情の審査
受理した請願・陳情のうち、請願1件、陳情1件について結論を出しました。

●教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願
　（紹介議員：川井幸一）
請 願 趣 旨　中学校における 35 人学級の実施や、教職員定数改善の推進、義務教育費国庫負担制度の堅
持について、国への意見書提出を求める。
審査委員会　文教厚生委員会
委員会の意見　委員からは、「同内容については、例年、石岡市議会として全会一致で、学校現場の子供たち
の教育環境の拡充と教職員の働き方改革における予算の拡充について、賛成を続けてきた案件と認識してい
る。本年についても、その考え方を堅持した中で賛成すべきと考える」との意見が出されました。
審 査 結 果　採択

●石岡市が構成団体となっている一部事務組合の早期の統合を求める陳情
陳 情 趣 旨　現在個別に処理している広域的な共同事業を、一つの事務組合として統合する必要性を強く
感じ、「霞台厚生施設組合」、「湖北環境衛生組合」、「石岡地方斎場組合」の 3 組合を石岡市が主体となって
早期の統合を実現するよう求める。
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは、「以前、組合をひとつにしたらどうかという話は出たこともあるが、その後そ
ういったことは一切ないし、組合や管理者からもそういう話が出てるということは聞いていない。現状でも、
限られた人数の中で粛々と議論をし、きちっと運営がなされていると思っている。また霞台は、茨城町も入っ
ているので、今すぐに 3 つを一緒にするということは、大変であると感じる。今は皆さんが各
組合に行って、いい環境づくり、いい形の中で進んでるかと思うので、今の状況の中でいいの
ではないかと思う」などの意見が出されました。
審 査 結 果　不採択
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令和６年第３回定例会

条　

例

石岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の臨時特例に関する条例の制定

人　

事

固定資産評価審査委員会委員の選任（横田克明氏）

人権擁護委員の候補者の推薦（渡邊恭子氏）

そ　

の　

他

「工事請負契約の締結について」の一部変更
（令和５年度 市民会館解体工事）

市道の認定（A3397 号線（泉町地内））

市道の認定（A3398 号線（石岡二丁目地内））

専決処分の承認（損害賠償額の決定）
議
員
提
出

石岡市議会委員会条例の一部改正

石岡市議会ハラスメント防止条例の制定

請　

願

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のため
の政府予算に係る意見書採択を求める請願

（紹介議員：川井幸一）
意
見
書

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持のた
めの政府予算に係る意見書

■全会一致で可決・採択

議案の審議結果
令和６年第３回定例会

予　
　
　
　
　

算

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第３号）

令和６年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

令和６年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和６年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算
（第１号）

令和６年度石岡市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和６年度石岡市水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度石岡市公共下水道事業会計補正予算
（第１号）

令和６年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算
（第１号）

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第４号）

令和６年度石岡市公共下水道事業会計補正予算
（第２号）

条
例

石岡市地域包括支援センターの職員等に係る基準を定
める条例の一部改正

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持の
ための政府予算に係る意見書
意見書1件を可決し、関係行政庁に提出しました。

内　　　容　中学校の 35 人学級の早急な実施及び少人数学級の検討、教職員定数改善の推進、義務教育費
国庫負担制度の堅持を求める。
提　出　先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

将
史

富
田　

雅
史

中
根　

淳
一

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

池
田　

正
文

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
３
回
定
例
会

石岡市国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城租税債権管理機構規約の一部変更に関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

複合文化施設を駅東地区へ建設する計画に反対す
る決議 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決） ※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等
※議長は、採決に加わりません。

■賛成なしで不採択
令和６年第３回定例会
陳
情

石岡市が構成団体となっている一部事務組合の早期の
統合を求める陳情
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一般質問
［９月２日～９月４日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

櫻井　　茂
イベント広場の利活用

9

複合施設（図書館・ふるさと
歴史館）の整備

中根　淳一

石岡市ＤＸ推進計画の取組状
況と成果
地域と共にあるコミュニティス
クールと部活動の地域移行

山本　　進
無電柱化整備事業

10
市民会館跡地の利活用策

小松　豊正
複合文化施設整備事業
不登校問題と対策
石岡市の水道事業の今後

岡野　孝男

国指定史跡「瓦塚窯跡」の有
効活用

11
運転免許返納支援
土砂等による土地の埋立て等

鈴木　康仁
病院群輪番制
上林・上曽線整備状況

谷田川　泰

駅前・東ノ辻󠄀線の早期完成及
び小美玉市への延伸

12

企業誘致の取組進捗状況
都市計画の見直しによる定住
人口対策

新田　　茜

石岡市におけるＡＥＤ普及の取組
石岡市におけるスポーツ・健
康まちづくりの取組
石岡市における学校給食の現状

質問者 質問項目 頁

川井　幸一
介護サービスにおける人材の
確保、市独自の支援策

13

上林・上曽線の早期完成

村上　泰道

有機農業の拡充（オーガニック
ビレッジ宣言）
小中学校における夏期休暇中
の学習課題
石岡市観光協会の運営

髙野　　要
複合文化施設

14

市役所職員及び消防職員の不
祥事

富田　雅史
クラウドファンディングの有効
活用
市営霊園の今後の整備の方向性

鈴木　将史
特色ある農業振興に向けたオー
ガニックビレッジへの取組

15
石岡駅周辺施設

玉造　由美
ユニボイスの活用
不法投棄（小見地区）
防災・減災対策

飯村　一夫

避難所

16小中学校統合再編計画
上林・上曽線整備事業（２期
整備区間・1.7km）

紙面の都合上、　　　　で色付けした項
目のみ掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての
質問の録画映像をご覧いただけます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

中
なか

根
ね

　淳
じゅんいち

一

Ｄ
Ｘ
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

導
入
の
推
進
に
よ
る
働
き
方

改
革
を

市
職
員
の
離
職
が

増
え
て
い
る
こ
と

は
、
市
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
石
岡
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
基
づ
く
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
分
野
で
の
Ｄ
Ｘ

推
進
は
、
職
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
な
が
り
、
離
職

防
止
の
解
決
手
段
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
学
校
教
職
員

に
お
い
て
も
夏
季
休
業
中

に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
教
職
員
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
活

動
に
と
っ
て
大
変
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
課
題
の
一

つ
で
も
あ
る
、
子
育
て
世

代
の
独
り
親
世
帯
の
サ

ポ
ー
ト
で
す
が
、
窓
口
に

は
直
接
申
請
し
に
く
い
デ

リ
ケ
ー
ト
な
場
面
も
あ

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
で
き
る
の
は
、
Ｄ
Ｘ

化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
特
に
電
子
申
請
で
き

る
手
続
を
増
や
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
職
員
の
離
職
、

特
に
中
堅
職
員
の

離
職
が
続
い
て
お
り
、
健

全
な
組
織
運
営
を
図
っ
て

い
く
上
で
危
機
的
な
状
況

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
は
、

石
岡
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
職
員
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

に
係
る
人
材
育
成
を
進
め

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
業

務
の
効
率
化
や
生
産
性
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

学
校
教
職
員
に
よ
る
テ

レ
ワ
ー
ク
の
実
施
は
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
が
一
層
推
進
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
活
動

の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
夏
休
み
な
ど
の
期
間

を
利
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク

制
度
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
を
進
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

独
り
親
世
帯
の
経
済
的

支
援
と
し
て
、
現
在
、
電

子
申
請
が
可
能
で
あ
る
の

は
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
だ
け
で
す
の
で
、
今
後

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
検
討
し
、

関
係
部
局
と
協
議
し
な
が

ら
、
電
子
申
請
の
拡
充
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

櫻
さくらい

井　　茂
しげる

複
合
施
設
整
備　

中
心
市
街

地
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
生
か
す
べ
き

イ
ベ
ン
ト
広
場
に

整
備
予
定
の
複
合

施
設
は
、
図
書
館
・
ふ
る

さ
と
歴
史
館
・
お
ま
つ
り

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
構
成
さ

れ
、
こ
れ
ら
は
市
民
が
長

い
間
待
ち
望
ん
で
い
た
施

設
で
す
が
、
歴
史
の
里
い

し
お
か
及
び
関
東
三
大
祭

り
の
誇
り
を
ど
の
よ
う
な

形
で
施
設
整
備
に
反
映
さ

せ
て
い
く
の
か
、
特
に
お

ま
つ
り
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

石
岡
の
民
俗
文
化
を
展

示
す
る
だ
け
で
は
人
は
そ

れ
ほ
ど
来
な
い
と
思
い
ま

す
。
山
車
や
獅
子
の
展
示

が
で
き
る
よ
う
な
も
う
少

し
規
模
の
大
き
な
も
の

で
、
中
心
市
街
地
を
元
気

に
で
き
る
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

20
年
30
年
近
く
や
っ
て
い

る
中
で
う
ま
く
い
か
ず
、

今
回
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が

巡
っ
て
き
た
の
に
生
か
そ

う
と
し
な
い
の
は
不
思
議

で
す
。
複
合
施
設
の
整
備

に
当
た
り
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
、
商
店
街
の
人

の
流
れ
を
つ
く
る
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
集
客
施
設
と

し
て
の
構
想
や
実
現
性
を

入
れ
込
む
考
え
は
な
い
の

か
伺
い
ま
す
。

現
在
、図
書
館
・
ふ

る
さ
と
歴
史
館
の

機
能
の
検
討
は
教
育
委
員

会
事
務
局
が
中
心
と
な
り

行
っ
て
お
り
、
お
ま
つ
り

に
関
す
る
展
示
ス
ペ
ー
ス

は
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
一

部
機
能
と
し
、
市
内
に
数

多
く
残
る
祭
礼
行
事
、
民

俗
芸
能
に
つ
い
て
当
市
の

特
徴
的
な
文
化
財
と
し
て

充
実
し
た
展
示
を
行
う
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
や
文
化
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
当
市
な
ら

で
は
の
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
文
化
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
観
光

振
興
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
よ
る
中
心
市
街
地
の
活

性
化
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
多
く

の
意
見
を
聞
い
て
石
岡
の

文
化
や
歴
史
を
伝
え
る
魅

力
あ
る
ス
ペ
ー
ス
に
し
、

観
光
振
興
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
集

客
施
設
と
し
て
の
プ
ラ
ン

を
実
現
す
る
た
め
、
全
庁

的
に
協
議
・
検
討
を
進
め

ま
す
。

◀石岡市の電子申請に
　ついてはこちら

▲ 9 月に開催された「石岡のおまつり」。
今年は 53 万人を超える人出となった。
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

山
やまもと

本　　進
すすむ

歴
史
公
園
整
備
事
業　

国
の
支
援
が
な
く
て
も
実
現

す
べ
き

令
和
５
年
第
３
回

定
例
会
で
は
、
石

岡
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
で
、
よ
り
重
点
的

に
文
化
財
の
保
存
活
用
を

進
め
る
た
め
の
文
化
財
保

存
活
用
区
域
を
設
定
し
て

い
る
中
の
、
常
陸
国
府
・

府
中
宿
保
存
活
用
区
域
に

市
民
会
館
跡
地
も
含
ま

れ
、
今
後
、
課
題
に
関
す

る
方
針
を
定
め
、
適
切
に

対
応
し
て
保
存
活
用
に
取

り
組
む
と
い
う
趣
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
石
岡
市
の

単
独
事
業
と
し
て
で
も
歴

史
公
園
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
か
、
市
長

ご
自
身
の
答
弁
を
い
た
だ

き
た
い
。
た
と
え
国
の
支

援
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く

て
も
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
形
に
し
て
、
ぜ

ひ
歴
史
公
園
の
整
備
事
業

を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
強

く
要
望
し
ま
す
。

　

現
在
の
ふ
る
さ
と
歴
史

館
は
、
石
岡
小
学
校
の
創

立
１
０
０
周
年
の
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

市
民
会
館
跡
地
の
歴
史

性
、
立
地
の
優
位
性
を
踏

ま
え
た
上
で
、
市
長
に
ふ

る
さ
と
歴
史
館
の
再
配

置
、
機
能
移
転
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
民
会
館
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て

は
、
所
管
の
生
活
環
境
部

と
教
育
委
員
会
事
務
局
で

協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
周
辺
の
常
陸
国
府

跡
や
府
中
城
跡
な
ど
の
歴

史
遺
産
や
、
石
岡
小
学
校

の
今
後
の
方
向
性
な
ど
も

含
め
、
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
議
員

か
ら
お
話
が
あ
っ
た
市
民

会
館
跡
地
は
、
当
市
の
悠

久
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
の
一
つ
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ふ
る
さ
と
歴

史
館
に
つ
い
て
は
、
学
校

教
育
に
利
用
す
る
施
設
で

あ
る
ほ
か
、
交
通
ア
ク
セ

ス
や
駐
車
場
、
来
館
者
に

分
か
り
や
す
い
立
地
、
ま

た
、
建
設
に
当
た
っ
て
の

コ
ス
ト
や
財
源
、
周
辺
地

域
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
へ
の
影
響
な
ど
、広

く
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

中
で
、
図
書
館
と
歴
史
館

の
複
合
化
及
び
民
間
活
力

を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
広
場

の
利
活
用
に
つ
い
て
考
え
、

ま
ず
は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
を
実
施
す
る
よ
う
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

複
合
文
化
施
設
の

概
算
建
設
工
事
費

を
61
億
円
と
し
て
い
ま
す

が
、
建
設
場
所
も
施
設
機

能
も
決
ま
っ
て
い
な
い
の

に
、
ど
う
し
て
概
算
事
業

費
が
出
せ
る
の
か
伺
い
ま

す
。
審
議
会
は
市
長
の
意

向
に
即
し
大
学
教
授
や

様
々
な
市
民
の
方
も
入
っ

て
い
ま
す
が
、
議
会
で
は

な
い
の
で
す
。
議
会
で
は

決
め
て
い
な
い
。
市
民
か

ら
も
場
所
を
鹿
島
鉄
道
跡

地
に
す
る
の
は
反
対
だ
と

い
う
意
見
も
た
く
さ
ん
出

て
い
ま
す
。
ま
た
、
材
料

費
や
人
件
費
も
上
が
っ
て

お
り
、
61
億
円
で
済
む
わ

け
は
な
く
、
こ
の
数
字
を

今
出
す
こ
と
に
つ
い
て
疑

念
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

軟
弱
地
盤
で
液
状
化
も
起

こ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鹿
島

鉄
道
跡
地
は
問
題
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
鹿
島
鉄
道
跡
地

と
言
い
ま
す
が
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
造
っ
て
も
ら

い
、
石
岡
駅
に
来
た
方
が

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
歩
く
と

人
の
流
れ
が
で
き
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
と
い

う
点
で
、
考
え
方
が
間

違
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
イ

ベ
ン
ト
広
場
と
い
う
判
断

を
し
な
い
の
か
、
非
常
に

疑
問
で
す
。

建
設
場
所
は
今
年

２
月
に
複
合
文
化

施
設
整
備
審
議
会
に
よ
り

出
さ
れ
た
中
間
答
申
を
受

け
、
駅
東
地
区
の
鹿
島
鉄

道
跡
地
も
し
く
は
市
営
駅

東
駐
車
場
の
い
ず
れ
か
に

整
備
す
る
方
針
と
な
り
、

現
在
は
鹿
島
鉄
道
跡
地
に

施
設
本
体
を
整
備
し
、
市

営
駅
東
駐
車
場
は
駐
車
場

台
数
を
確
保
す
る
た
め
再

整
備
す
る
こ
と
を
前
提
に

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

お
示
し
し
た
概
算
建
設
工

事
費
は
議
会
で
議
論
い
た

だ
く
材
料
と
し
て
算
定
し

た
建
物
本
体
の
建
設
工
事

の
概
算
事
業
費
で
あ
り
、

駐
車
場
や
外
構
工
事
、
設

計
監
理
と
い
っ
た
事
業
費

に
つ
い
て
は
現
在
精
査
中

で
す
。

　

新
た
な
施
設
を
鹿
島
鉄

道
跡
地
に
整
備
す
る
こ
と

で
駅
を
中
心
と
し
た
東
西

の
回
遊
性
の
向
上
や
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
見
込
み
、

石
岡
市
の
発
展
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
多
く
の
市
民
に

喜
ば
れ
る
施
設
整
備
と
な

る
よ
う
、
覚
悟
を
持
っ
て

着
実
に
事
業
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

複
合
文
化
施
設
建
設　

な
ぜ
市
長
は
鹿
島
鉄
道
跡
地

に
こ
だ
わ
る
の
か

▲活用が協議されている
市民会館跡地
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

病
院
群
輪
番
制　

現
状
に
あ
わ
せ
た
体
制
の
実

現
へ

病
院
の
輪
番
制

は
、
１
分
１
秒
を

争
う
救
急
搬
送
に
対
し
、

市
民
の
命
を
守
る
上
で
大

変
重
要
な
制
度
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
輪
番

制
度
の
状
況
に
つ
い
て
、

さ
き
の
定
例
会
で
も
質
問

し
ま
し
た
が
、
各
病
院
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。
ま
た
、
病
院
輪
番
制

の
今
後
の
運
営
方
針
、
病

院
の
状
況
を
聞
い
て
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、
ど
の
よ
う
に
当
番
の

制
度
を
変
え
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
本
年
度
の
輪
番

制
度
の
契
約
の
変
更
時
期

に
つ
い
て
、
９
月
か
ら
現

状
に
合
わ
せ
て
の
体
制
に

変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
今
回
の
新
体
制

の
運
営
に
よ
っ
て
、
救
急

の
受
入
れ
が
増
え
て
拒
否

が
減
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

運
営
状
況
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
初

め
に
各
病
院
に
お
伺
い

し
、
病
院
輪
番
制
の
構
成

病
院
の
実
情
に
つ
い
て
調

査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
受
入
れ
人
数
に
差
が

生
じ
て
い
る
原
因
と
し

て
、
一
つ
の
病
院
で
医
師

不
足
が
根
底
に
あ
る
こ
と

を
把
握
し
ま
し
た
。
前
回

定
例
会
以
降
に
つ
い
て

は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
と
も

に
、
石
岡
医
師
会
、
輪
番

制
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
３
病
院
と
輪
番
制
の

在
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
、
小
美
玉
市
、
か
す
み

が
う
ら
市
と
も
情
報
共
有

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
調
査
で
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
基
に
協
議
を
進

め
た
結
果
、
受
入
れ
人
数

の
少
な
い
、
特
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
病
院
が
対
応
で

き
な
い
日
数
を
、
代
わ
り

に
対
応
い
た
だ
け
る
病
院

に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
合
意
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
病
院
群
輪
番
制

の
契
約
変
更
に
よ
っ
て
、

今
後
は
受
入
れ
件
数
の
増

加
及
び
受
入
れ
拒
否
件
数

の
減
少
が
図
ら
れ
、
市
民

へ
の
安
心
安
全
な
医
療
体

制
が
提
供
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

小
見
地
内
の
不
法
盛
土
と
産

業
廃
棄
物　

撤
去
の
状
況
と

今
後
は

私
は
、
小
見
地
内

に
不
法
盛
土
が
搬

入
さ
れ
た
令
和
２
年
以
降

今
日
ま
で
、
小
見
地
内
の

不
法
盛
土
、
産
業
廃
棄
物

を
一
般
質
問
で
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
県
の
行
政
代
執

行
実
施
の
知
ら
せ
を
聞

き
、
一
筋
の
光
が
見
え
て

き
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま

し
た
。
元
の
環
境
に
戻
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
今
回
の
代
執
行
は
、

も
ち
ろ
ん
経
費
は
行
為
者

に
求
償
し
て
い
く
と
思
い

ま
す
が
、
不
法
な
こ
と
を

し
た
報
い
は
後
で
必
ず

や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

を
知
ら
し
め
る
た
め
、
非

常
に
大
事
な
代
執
行
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

小
見
地
内
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
、
現
状
と
問
題
点

に
つ
い
て
、
改
め
て
伺
い

ま
す
。　
　
　

令
和
２
年
４
月
下

旬
頃
か
ら
土
砂
が

搬
入
さ
れ
た
た
め
、
盛
土

行
為
者
に
土
壌
検
査
を
実

施
さ
せ
、
の
り
面
等
の
是

正
指
導
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
年
11
月

中
旬
頃
か
ら
、
複
数
の
行

為
者
に
よ
り
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
搬
入
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
石
岡
市
で
は

盛
土
行
為
者
に
、
同
年
12

月
か
ら
改
善
措
置
命
令
を

三
度
発
出
す
る
な
ど
、
指

導
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

県
で
は
、
フ
レ
コ
ン
バ

ッ
グ
堆
積
の
行
為
者
に
立

入
調
査
を
実
施
し
、
指
導

し
て
き
ま
し
た
。
令
和
４

年
８
月
以
降
、
県
か
ら
行

為
者
に
撤
去
措
置
命
令
が

二
度
発
出
さ
れ
、
撤
去
が

一
部
に
と
ど
ま
っ
た
た

め
、
令
和
５
年
３
月
、
県

で
１
回
目
の
代
執
行
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

別
の
行
為
者
に
も
令
和
５

年
３
月
に
撤
去
措
置
命
令

が
発
出
さ
れ
、
撤
去
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
２
回
目

の
代
執
行
に
至
っ
た
と
の

経
過
で
す
。

　

現
状
は
、
県
が
代
執
行

を
開
始
し
廃
棄
物
撤
去
を

進
め
て
お
り
、
県
か
ら
、

廃
棄
物
の
一
部
処
分
及
び

費
用
削
減
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
当
市
と
し
て
も
、

霞
台
厚
生
施
設
組
合
へ
費

用
削
減
に
向
け
た
依
頼
を

し
、
協
議
し
て
い
ま
す
。

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
下
の
残

土
搬
入
行
為
者
に
は
、
令

和
６
年
８
月
に
連
絡
し
、

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
撤
去

後
、
早
急
に
残
土
を
撤
去

す
る
よ
う
指
導
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

▼茨城県で行った
行政代執行の詳
細はこちら
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各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
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ド
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、
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と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新
に っ た

田　　茜
あかね

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
大
切

な
学
校
給
食

あ
と
一
品
の
お
か
ず
を

児
童
生
徒
の
成
長

に
お
い
て
非
常
に

重
要
で
あ
る
学
校
給
食
に

つ
い
て
、
廃
棄
の
量
を
減

ら
す
た
め
の
対
策
、
物
価

高
騰
に
対
し
て
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
の
量
が
少

な
い
と
い
っ
た
声
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後

の
考
え
方
と
し
て
、
課
題

を
含
め
、
給
食
の
量
と
い

う
部
分
に
つ
い
て
も
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

給
食
と
い
う
と
、
目

立
っ
て
議
論
・
協
議
さ
れ

る
の
が
、給
食
の
無
償
化
・

給
食
費
の
部
分
が
注
目
さ

れ
ま
す
。
残
渣
の
取
扱
い

や
給
食
の
品
数
な
ど
、
そ

の
内
容
の
問
題
な
ど
の
現

状
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

注
目
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
量
と
い
う
の

は
、
お
皿
に
よ
そ
る
お
か

ず
の
量
で
は
な
く
、
あ
と

一
品
欲
し
い
と
い
う
部
分

に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
学
校
給
食
に
つ

い
て
、
現
状
を
踏
ま
え
た

上
で
ど
の
よ
う
な
考
え

か
、
市
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　

栄
養
教
諭
の
学
校

食
育
指
導
を
強
化

し
、
残
渣
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
飼
料
と
し
て
活
用

で
き
る
分
は
、
畜
産
農
家

に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
に

よ
り
、
献
立
を
作
成
す
る

上
で
、
量
と
質
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
の
に
一
番
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
物
価
変
動
に
合
わ
せ

た
食
材
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

一
食
当
た
り
の
費
用
の

中
で
、
栄
養
価
の
基
準
を

満
た
し
、
量
的
に
ど
の
よ

う
な
対
応
が
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
物
価

高
騰
の
影
響
、
予
算
も
含

め
て
見
直
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
詳

細
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
検
討
し
ま
す
。

　

給
食
は
、
児
童
生
徒
の

心
身
の
発
達
に
と
っ
て

も
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
の
在
り
方
を

学
ん
だ
り
、
み
ん
な
で
食

事
を
す
る
こ
と
で
社
会
性

を
養
う
な
ど
、
教
育
の
一

環
と
し
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後

も
、
石
岡
市
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
を
最
優
先
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

都
市
計
画
を
見
直
し
、
将
来

を
見
据
え
た
秩
序
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を

立
地
適
正
化
計
画

に
よ
る
実
績
を
検

証
し
た
中
で
、
改
善
の
方

向
性
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
が
、
現
状
は
全
く
違
う

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

な
り
ま
せ
ん
。
都
市
機
能

誘
導
区
域
に
福
祉
施
設
を

誘
導
で
き
、
居
住
誘
導
区

域
に
お
け
る
社
会
増
減
数

が
改
善
し
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
中
心
部
は
企
業
が

去
り
、
よ
り
空
洞
化
が
進

行
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
現
実
を
も
っ
と
直

視
し
て
、
駅
に
近
い
区
域

や
、
利
便
性
が
あ
る
、
発

展
の
可
能
性
の
あ
る
地
域

の
都
市
計
画
を
見
直
し
、

定
住
人
口
の
増
加
を
図
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
執
行
部
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　

私
は
、
都
市
計
画
の
見

直
し
に
よ
っ
て
無
秩
序
な

乱
開
発
を
求
め
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
見
直
し
を
し
な
い
こ

と
で
、
小
さ
な
開
発
に
よ

る
虫
食
い
の
よ
う
な
住
宅

が
点
在
し
て
い
く
可
能
性

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
都
市
計
画
を
見

直
し
、
将
来
を
見
据
え
た

秩
序
あ
る
、
統
制
の
取
れ

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
く
べ
き
で
す
。

石
岡
都
市
計
画
区

域
に
つ
い
て
は
、

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
の
区
域
区
分
、
い

わ
ゆ
る
線
引
き
を
行
い
、

計
画
的
な
都
市
基
盤
整
備

及
び
土
地
利
用
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

の
都
市
計
画
基
礎
調
査
の

結
果
で
は
、
石
岡
都
市
計

画
区
域
に
お
け
る
市
街
化

区
域
内
の
宅
地
化
率
は
約

60
％
と
、
ま
だ
活
用
さ
れ

て
い
な
い
土
地
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
現
在
、

市
街
化
調
整
区
域
で
も
、

市
街
化
区
域
の
隣
接
区
域

を
中
心
に
12
地
区
で
区
域

指
定
制
度
を
設
け
、
住
宅

な
ど
の
建
築
許
可
の
要
件

を
緩
和
し
、
市
街
化
区
域

の
土
地
利
用
を
補
完
し
て

い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
面
で
の
定
住
支
援

と
し
て
、
令
和
６
年
４
月

よ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
転
入
者

を
対
象
に
住
ま
い
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金
の
拡
充

を
図
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
区
域
指
定
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
現
在
の
市

街
化
区
域
を
維
持
し
つ

つ
、
市
街
化
区
域
を
中
心

と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

有
効
な
土
地
利
用
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

区域指定制度

市街化調整区域であって
も、指定された区域内の
土地であれば集落出身要
件等を問うことなく、住
宅などの建築が許可の対
象となる。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

村
むらかみ

上　泰
やすみち

道

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
に

よ
っ
て
、
消
費
の
拡
大
に

つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
、

生
産
面
積
が
急
激
に
拡
大

す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
軌
道
に
乗
る
ま
で

し
っ
か
り
と
行
政
と
し
て

支
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
ま
す
。
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
手
間
暇
を
か
け

て
い
る
方
々
、
新
規
就
農

の
方
に
は
こ
う
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
よ
と

い
う
費
用
的
な
負
担
を
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

有
機
の
方
々
は
、
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
手
間
を
か

け
て
そ
れ
を
維
持
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
農
業
全
体
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
農
業
従

事
者
全
体
の
整
備
に
つ
い

て
、
一
般
農
業
従
事
者
の

方
々
と
の
連
携
、
一
緒
の

歩
み
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

な
石
岡
の
農
業
指
針
が
な

い
も
の
か
。
一
般
農
業
従

事
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体

制
づ
く
り
に
入
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

現
在
茨
城
県
で

は
、
有
機
農
産
物

の
生
産
拡
大
を
目
的
と
し

た
各
種
補
助
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

国
の
事
業
と
し
て
、
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
が
あ
り
ま
す
が
、
宣

言
を
契
機
と
し
た
機
運
醸

成
や
有
機
農
業
の
取
組
拡

大
に
資
す
る
、
市
の
独
自

性
を
生
か
し
た
取
組
は
重

要
と
考
え
ま
す
。
市
の
現

状
を
的
確
に
把
握
し
、
市

と
し
て
の
支
援
の
在
り
方

を
検
討
、
具
体
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

８
月
下
旬
に
行
っ
た
、

市
内
各
地
を
対
象
と
し
た

地
域
計
画
策
定
に
向
け
た

座
談
会
で
、
地
域
ご
と
で

農
業
に
関
す
る
特
徴
や
課

題
が
異
な
る
こ
と
を
改
め

て
把
握
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
一
般
的
な
栽
培
を
行

う
地
域
の
方
、
有
機
農
業

に
取
り
組
む
地
域
の
方
、

担
い
手
を
必
要
と
す
る
地

域
の
方
な
ど
、
地
域
の
実

情
を
適
切
に
把
握
し
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
る

新
規
就
農
者
の
確
保
や
耕

作
放
棄
地
の
対
策
と
い
っ

た
各
種
支
援
事
業
策
、
ま

た
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
施
策
を
、
関
係
団
体
と

連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

有
機
農
業
拡
充
（
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
）
に

伴
う
市
の
支
援
策
は

川
かわ

井
い

　幸
こういち

一

石
岡
市
民
が
安
心

し
て
老
後
を
暮
ら

せ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
の
た
め
、
当
市
独
自
の

支
援
策
を
実
施
し
、
高
齢

者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
、
そ
れ
は
子
ど
も

や
若
者
に
と
っ
て
も
優
し

い
ま
ち
、
住
み
や
す
い
ま

ち
と
な
る
わ
け
で
す
。
当

市
独
自
の
人
材
確
保
や
機

材
整
備
の
支
援
と
積
極
的

な
介
護
政
策
へ
の
取
組
、

考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

超
高
齢
社
会
に
向
け
、

介
護
の
需
要
は
増
大
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る

介
護
職
の
方
々
が
い
な
け

れ
ば
、
施
設
や
サ
ー
ビ
ス

メ
ニ
ュ
ー
が
幾
ら
あ
っ
て

も
、
機
能
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
社
会

福
祉
法
人
や
事
業
所
の
努

力
だ
け
で
は
な
く
、
当
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と

し
て
、
職
員
の
確
保
と
支

援
策
に
つ
い
て
、
独
自
の

施
策
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
は
２
期
目
の
施
政
方

針
で
も
、
介
護
の
人
材
確

保
が
課
題
と
な
る
こ
と
を

述
べ
て
い
ま
す
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。　
　
　

議
員
ご
提
案
の
新

た
な
取
組
に
つ
い

て
は
、
当
市
介
護
事
業
所

に
お
け
る
課
題
等
を
把
握

す
る
た
め
の
介
護
職
員
の

雇
用
実
態
調
査
を
ぜ
ひ
行

い
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
介
護
事
業

所
と
の
連
携
を
行
う
中
で

の
意
見
交
換
や
、
他
市
町

村
の
施
策
等
を
参
考
に
、

当
市
の
取
組
の
可
能
性
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

現
在
、
当
市
に
お
い
て

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
る
一
方
で
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ

り
、
介
護
事
業
所
に
お
け

る
人
材
確
保
が
容
易
で
は

な
い
状
況
に
つ
い
て
、
私

も
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
地
域
で
人
的
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
を
地

産
地
消
し
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
大
切
で
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
必
要
と
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
当
市
の
実
情
に

適
し
た
施
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

介
護
人
材
確
保
支
援
策
の
実

施　

高
齢
者
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
へ

▲農林水産省パンフレット
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

石
岡
市
職
員
分
限
懲
戒
等
審

査
委
員
会　

処
分
の
基
準
を

問
う

市
役
所
職
員
及
び

消
防
職
員
の
不
祥

事
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
の
職
員
は
参
加
者
か
ら

集
め
た
負
担
金
を
私
的
に

使
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

ま
た
そ
れ
を
隠
蔽
し
た
上

司
が
い
た
こ
と
、
消
防
職

員
は
同
僚
の
お
金
を
盗
ん

で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
市
の
職
員
は
免
職
、

消
防
職
員
は
停
職
。ま
た
、

そ
れ
を
隠
蔽
し
た
職
員
も

停
職
や
減
給
、
厳
重
注
意

と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
処
分
を
決
定

す
る
の
は
石
岡
市
職
員
分

限
懲
戒
等
審
査
委
員
会
で

行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

最
終
的
に
そ
の
処
分
を
決

め
る
基
準
は
何
な
の
か
。

今
回
の
免
職
と
停
職
の
差

は
、
公
金
と
公
金
で
な
い

部
分
と
い
う
こ
と
な
の
か

伺
い
ま
す
。

　

世
間
一
般
で
考
え
て
み

て
も
、
行
政
の
職
員
が
悪

い
こ
と
を
や
っ
た
の
な

ら
、
き
ち
っ
と
警
察
へ
届

け
る
な
ど
の
対
応
は
取
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
行
政

が
裁
く
と
い
う
こ
と
に

は
、
公
平
性
に
欠
け
る
面

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

石
岡
市
職
員
分
限

懲
戒
等
審
査
委
員

会
は
、
市
職
員
に
対
す
る

処
分
等
の
案
を
審
査
す
る

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
市

職
員
、
消
防
職
員
と
も
こ

の
審
査
会
に
お
い
て
審
査

を
行
っ
た
も
の
で
す
。
委

員
会
で
は
、
調
書
に
基
づ

く
事
案
の
説
明
を
行
い
、

非
公
表
で
す
が
石
岡
市
職

員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る

指
針
に
基
づ
く
処
分
の
標

準
例
、ま
た
、当
市
の
こ
れ

ま
で
の
処
分
事
例
や
県
内

や
全
国
の
類
似
事
例
な
ど

を
基
に
審
査
を
行
い
、
最

終
的
に
全
会
一
致
で
結
論

を
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
事
案
に
つ
い
て

は
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
金
銭
と
し
て
は
同
様

で
す
が
、
お
子
さ
ん
が
講

座
を
受
け
る
た
め
の
負
担

金
と
し
て
直
接
預
け
て
い

た
だ
い
た
お
金
で
す
の

で
、
保
護
者
の
皆
様
、
市

民
の
皆
様
の
信
頼
を
根
底

か
ら
裏
切
る
行
為
と
し

て
、
処
分
の
中
で
最
も
重

い
措
置
と
な
っ
た
の
は
、

致
し
方
の
な
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
一

方
の
消
防
の
事
案
に
つ
い

て
は
、
過
去
に
消
防
署
員

が
起
こ
し
た
窃
盗
事
件
の

ほ
か
、
県
内
、
全
国
の
類

似
事
例
も
参
考
に
し
、
今

回
の
結
論
に
至
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

富
とみ

田
た

　雅
まさ

史
し

墓
地
の
後
継
者
問
題
の
不
安

解
消
へ
の
ひ
と
つ
の
手
と
し

て
、
合
葬
墓
地
の
検
討
を

全
国
的
に
墓
地
の

後
継
者
問
題
は
顕

在
化
し
て
お
り
、
近
所
に

自
分
の
子
ど
も
や
親
戚
が

い
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
お
墓
の
維
持
管
理
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
後
継
者
問
題
な

ど
で
墓
守
に
つ
い
て
心
配

さ
れ
る
方
が
、
今
後
さ
ら

に
増
え
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
で
は
合
葬
墓
地
が

注
目
さ
れ
始
め
、
自
治
体

で
も
合
葬
墓
地
を
整
備
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
合
葬

墓
地
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

は
、
墓
地
の
後
継
者
が
い

な
い
場
合
に
も
無
縁
墓
や

無
縁
仏
に
な
る
心
配
も
な

く
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
市

民
の
墓
地
に
対
す
る
意
識

の
変
化
や
多
様
な
墓
地
需

要
に
対
応
す
る
た
め
に
、

今
後
、
市
営
の
整
備
の
方

向
性
や
合
葬
墓
地
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
ま
す
が
、
石
岡
市
の
考

え
、
ま
た
、
合
葬
墓
地
に

つ
い
て
の
市
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

合
葬
墓
地
の
必

要
性
に
つ
い
て

は
、
市
営
霊
園
の
現
状
や

昨
今
の
墓
地
に
対
す
る
考

え
方
の
変
化
な
ど
を
考
え

る
と
、
そ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

墓
地
の
計
画
的
な
改
修
・

整
備
に
つ
い
て
、
市
の
方

向
性
を
定
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
合
葬
墓
地
に
つ
い
て

は
、
当
市
の
将
来
の
人
口

の
動
向
や
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

捉
え
な
が
ら
調
査
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
ま
ず

は
、
早
急
に
市
営
墓
地
の

運
営
・
整
備
に
つ
い
て
長

期
的
な
構
想
の
中
で
位
置

づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

時
代
の
変
化
に
応
じ
、

墓
地
に
対
す
る
市
民
の
考

え
方
も
変
化
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
市
営
霊
園
に

つ
い
て
は
、
長
期
的
か
つ

安
定
的
な
公
営
墓
地
と
し

て
の
責
務
を
果
た
し
て
い

く
と
と
も
に
、
将
来
的
な

市
営
霊
園
の
在
り
方
を
考

え
て
い
く
、
そ
の
中
の
一

つ
と
し
て
、
合
葬
墓
地
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

よ
う
指
示
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

懲戒処分の種類

免職、停職、減給、戒告

※懲戒処分には当たらない実
務上の措置として、「訓告」
や「厳重注意」などがある。
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動　画

動　画

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　将
まさふみ

史

有
機
農
業
に
関
す
る
市
内
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
、
生
産
者
の
意
見

を
聞
く
場
の
実
現
を

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
の
取

組
に
つ
い
て
、
県
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
市
民
の
方
に
石
岡
市

の
有
機
農
業
が
す
ば
ら
し

い
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
市

全
体
で
盛
り
上
が
っ
て
い

く
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え

ま
す
。
ぜ
ひ
市
内
イ
ベ
ン

ト
へ
の
積
極
的
な
参
加
も

検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
数
多
く

の
生
産
者
の
意
見
を
幅
広

く
聞
く
場
を
設
け
、
そ
の

意
見
を
施
策
に
反
映
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

ま
だ
取
組
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
今
後
も

関
連
部
局
と
生
産
者
、
検

討
会
の
メ
ン
バ
ー
、
し
っ

か
り
と
協
力
し
て
、
協
議

し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

へ
の
意
気
込
み
、
有
機
農

業
に
携
わ
る
様
々
な
方
の

意
見
を
反
映
で
き
る
場

所
、
そ
う
い
う
会
議
の
実

現
等
に
つ
い
て
、
市
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

宣
言
に
向
け
た
取

組
に
当
た
っ
て

は
、
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
の
み

な
ら
ず
、
市
内
の
機
運
醸

成
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考

え
ま
す
。
様
々
な
機
会
を

通
じ
、
市
民
に
も
有
機
農

業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
生
産
者
に
も
積
極

的
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い

た
だ
き
、
直
接
消
費
者
か

ら
声
を
聞
く
と
か
、
そ
の

場
で
の
生
産
者
の
声
も
聞

き
、
計
画
に
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
は

一
つ
の
通
過
点
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

農
業
、
も
う
か
る
農
業
、

地
域
の
魅
力
向
上
、
そ
う

い
っ
た
様
々
な
ま
ち
の
魅

力
、
あ
る
い
は
様
々
な
課

題
解
決
に
も
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
有
機
農
業
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
は
、
実
際
に

携
わ
る
生
産
者
の
意
見
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い

く
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
今
後
、
様
々

な
手
段
や
機
会
を
通
じ
て

有
機
農
業
の
特
色
を
周
知

し
、
機
運
醸
成
、
意
識
高

揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

ユ
ニ
ボ
イ
ス
に
つ

い
て
の
概
要
、
導

入
状
況
に
つ
い
て
県
内
の

状
況
、
石
岡
市
の
現
状
を

伺
い
ま
す
。

　

様
々
な
活
用
が
期
待
で

き
る
ユ
ニ
ボ
イ
ス
で
す

が
、
災
害
に
備
え
て
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
音
声

で
読
み
上
げ
て
も
ら
え
る

と
、
防
災
の
面
か
ら
も
非

常
に
役
に
立
つ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
う
い
っ
た
耳
で

聞
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ

の
活
用
、
ま
た
、
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

様
々
な
場
面
に
お
い
て

市
民
の
皆
様
に
広
く
活
用

で
き
る
ユ
ニ
ボ
イ
ス
で
す

の
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

へ
の
活
用
の
み
な
ら
ず
、

自
動
車
税
額
の
通
知
は
が

き
な
ど
に
も
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

ユ
ニ
ボ
イ
ス
と

は
、
視
覚
障
が
い

者
の
情
報
取
得
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
音
声
コ
ー
ド
で

す
。
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
格

納
し
た
も
の
で
、
紙
媒
体

な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
印
刷

情
報
を
デ
ジ
タ
ル
情
報
に

変
換
し
、
音
声
化
し
て
読

み
上
げ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
へ
ア
プ
リ
を
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
誰
で
も
広
く

利
用
が
可
能
な
も
の
で

す
。
茨
城
県
内
で
導
入
し

て
い
る
自
治
体
数
で
す

が
、
県
庁
の
ほ
か
13
自
治

体
で
す
。
当
市
に
お
い
て

も
、
令
和
５
年
度
に
社
会

福
祉
課
に
お
い
て
専
用
ア

プ
リ
を
導
入
し
、
今
後
、

活
用
を
図
っ
て
い
く
段
階

で
す
。
こ
の
た
び
障
が
い

者
基
本
計
画
書
に
ユ
ニ
ボ

イ
ス
を
活
用
し
、
実
際
の

利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の

更
新
時
に
お
い
て
、
導
入

で
き
る
よ
う
進
め
た
い
と

考
え
ま
す
。
提
供
す
る
情

報
に
応
じ
て
導
入
範
囲
を

広
げ
て
い
け
る
よ
う
、
働

き
か
け
を
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

非
常
時
に
関
係
す
る
防

犯
・
防
災
体
制
や
日
頃
か

ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
の
構
築
の
観
点
か

ら
、情
報
の
発
信
の
仕
方
、

情
報
取
得
を
円
滑
化
、
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
ユ
ニ
ボ
イ
ス
を
含
む

新
た
な
技
術
の
活
用
を
図

り
、
情
報
取
得
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

誰
も
が
利
用
で
き
る
ユ
ニ
ボ

イ
ス　

様
々
な
活
用
を

▲朝日里山ファームでは有
機農業の新規就農者研修
を行っている。

▶︎
石
岡
市
障
が
い
者
基
本
計
画
に

も
ユ
ニ
ボ
イ
ス
を
活
用
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

飯
いいむら

村　一
かず

夫
お

上
林
・
上
曽
線　

当
初
計
画

路
線
の
整
備
予
定
は

上
林
・
上
曽
線
の

当
初
計
画
に
つ
い

て
、
下
宿
交
差
点
に
向
か

う
暫
定
路
線
の
整
備
が
完

了
し
て
か
ら
と
い
う
話
で

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

冠
水
す
る
と
い
う
こ
と
で

問
題
が
あ
る
わ
け
で
す
。

当
初
計
画
路
線
が
事
業
化

さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
２

工
区
に
つ
い
て
、
橋
梁
を

架
け
て
前
島
交
差
点
に
行

く
わ
け
で
す
が
、
複
雑
な

交
差
点
改
良
や
、
恋
瀬
川

を
横
断
す
る
橋
梁
工
事
等

に
時
間
を
要
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
中
で
県

土
木
と
協
議
し
た
の
か
伺

い
ま
す
。

　

今
後
、当
初
計
画
１
・
７

キ
ロ
に
係
る
事
業
計
画
に

つ
い
て
、
条
件
が
ど
の
よ

う
で
あ
れ
ば
事
業
化
さ
れ

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
事

業
の
予
算
で
す
が
、
令
和

４
年
12
月
９
日
現
在
の
合

併
特
例
債
活
用
事
業
一
覧

に
お
い
て
、
上
林
・
上
曽

線
整
備
事
業
の
事
業
費
が

27
億
２
７
２
５
万
４
０
０

０
円
で
す
が
、
こ
の
内
訳

を
伺
い
ま
す
。

上
林
・
上
曽
線
の

当
初
計
画
路
線
が

事
業
化
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
は
、
前
島
交
差
点
に
お

い
て
複
雑
な
交
差
点
改
良

な
ど
か
ら
、
浦
須
橋
付
近

か
ら
下
宿
交
差
点
に
向
か

う
現
道
拡
幅
に
よ
る
暫
定

路
線
の
整
備
を
優
先
し
て

い
る
た
め
で
す
。
当
初
計

画
路
線
に
対
す
る
県
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
事
業
化

さ
れ
た
際
に
県
と
協
議
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
整
備
を
行
っ
て
い

る
暫
定
路
線
は
、
国
の
防

災
安
全
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
て
お
り
、
国
の
交
付

金
に
つ
い
て
は
交
付
対
象

事
業
の
55
％
が
補
助
さ

れ
、
非
常
に
有
効
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初

計
画
路
線
の
事
業
化
へ
の

条
件
に
つ
い
て
は
、
国
の

交
付
金
や
合
併
特
例
に
代

わ
る
地
方
債
な
ど
の
活
用

で
き
る
財
源
が
未
定
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
財
源
の
確

保
が
条
件
に
な
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
事
業

費
の
内
訳
は
、
フ
ル
ー
ツ

ラ
イ
ン
か
ら
下
宿
交
差
点

区
間
で
、
国
県
支
出
金
が

14
億
４
１
３
９
万
５
０
０

０
円
、
合
併
特
例
債
が

12
億
２
０
２
０
万
円
、
一

般
財
源
が
６
５
６
９
万

９
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　石岡市議会では、本会議と各常任委員会などを公開しており、どなたでも傍聴
していただけます。石岡市役所本庁舎３階の石岡市議会へぜひお越しください。
　会議の開催情報は随時ホームページに掲載いたします。ご不明な点は議会事務
局までお問い合わせください。

傍聴のご案内
〜議会を傍聴してみませんか〜

傍聴について

本会議

委員会

本会議では、議員による一般質問・議案質疑、
議案などの議決が行われます。

委員会では、議案内容の詳しい審査や請願・
陳情に関する審査などが行われます。

受　付：8 時 30 分から先着順にてご案内いたします。
　　　　受付で名前・住所を記入ください。
定　員：50 名（一般席 45 名、報道関係者席 5 名）

受　付：会議開始時刻の 30 分前から受付します。受付で名前・
住所を記入ください。ただし、10 分前において定員
を超えた場合はくじ引きとなります。

定　員：10 名
※一部の特別委員会など、傍聴できない委員会があります。

【傍聴席から見た議場】

傍聴についての詳
細は二次元コード
から
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

　９月９日に開催した当委員会では、６月に実施さ
れた、恋瀬川流域の洪水浸水想定区域内に位置する
柿岡地区・高浜地区での浸水害を想定した地域防災
訓練の報告がなされました。
　また、地区住民の方々と実施する地域防災訓練に
おいて、前回は東成井小学校区と杉並小学校区の２
地区、今回は東小学校で実施し、計３回の説明会を
経ながら、協議して決めた避難行動訓練及び防災体
験等の訓練内容を行っていく説明がありました。説
明を受けた委員からは、自らの地域は自分たちで守

　老朽化により使用できなくなっている八郷総合運
動公園のプール。今後どうするのか、検討が進めら
れています。
　９月６日開催の委員会では、執行部から、同じく
老朽化している学校プールの状況も踏まえ、八郷地
区を主とした学校プールを集約し、学校の授業及び
一般の利用に供することで、市民の健康づくりの場
となる通年利用可能な屋内温水プールを八郷総合運
動公園に建設していく方針が示され、早ければ令和
９年度中の完成を目指していきたいとの説明があり

　９月 10 日に開催した当委員会では、一般会計等
の補正予算や市民会館解体工事に係る契約変更の議
案など、付託された議案 10 件の審査を行い、すべ
て原案可決すべきものと決しました。
　当日は、市道の認定に関する議案が提出されたこ
とに伴い、委員会開会後に現状を確認するため現地
調査を行い、その後議案の審査を行いました。また、
その後の所管事務の調査では、石岡スケートボード
パークネーミングライツ事業において、募集期間や
契約希望価格を年額 100 万円とするなどの説明があ

地域防災訓練の実施

八郷総合運動公園プール整備

ネーミングライツ事業

る共助も重要だが、隣の家の状況を知るという意味
で近助も重要ではとの意見が出されました。また、
３年に一度実施される総合防災訓練について、令和
７年度に実施予定との説明があり、委員からは南海
トラフ等いつ起こるか分から
ない状況で、常に日曜日に訓
練が行われている防災訓練の
在り方を総合的に見直すとき
ではとの意見が出されました。

ました。これに対し、委員からは「従前より議員か
ら、今までのレジャー的プールの在り方について質
問があったかと思うが、内部で協議はしてきたのか」
との質問があり、執行部からは「幼児用プールの部
分でレジャー要素を
持ったプールを検討
できないか、内部で
調整している」との
答弁がありました。　　

りました。説明を受けた委員からは、希望価格が下
がったので応募はあるかと思うが、スポンサーメリッ
トを増やしてもいいのではないかとの意見が出され
ました。また、上林・上曽線の
整備について、今後のスケジュー
ルなどについて説明があり、委
員からは交通量の増加に伴う柿
岡町内の交通の危険性や道路の
冠水について意見が出されまし
た。

▲八郷総合運動公園



月　日 内　　容 場　所 中継

12月  3日㈫ 開会日（議案の提案
理由説明など） 本会議場 ○

12月  9日㈪ 一般質問 本会議場 ○

12月10日㈫ 一般質問 本会議場 ○

12月11日㈬ 一般質問 本会議場 ○

12月12日㈭ 議案質疑 本会議場 ○

12月13日㈮ 文教厚生委員会 委員会室

12月16日㈪ 総務企画委員会 委員会室

12月17日㈫ 産業建設委員会 委員会室

12月18日㈬ 複合文化施設建設特
別委員会

全　　員
協議会室

12月19日㈭ 議会運営委員会 全　　員
協議会室

12月20日㈮ 閉会日（議案の採決
など） 本会議場 ○

第４回定例会の予定
編集後記

　市民の皆様には、日頃より石岡市議会に対しまし
て、ご理解とご協力をいただいておりますこと、感
謝申し上げます。
　さて、今回のいしおか市議会だより第 93 号は、
第３回定例会の内容を中心に掲載しています。今期
定例会では、市民の皆様から信頼される品格ある議
会の実現を目指し、「石岡市議会ハラスメント防止条
例」制定についての議案が可決されました。また、「複
合文化施設を駅東地区へ建設する計画に反対する決
議」も可決され、駅東地区へ建設する方針を示して
いる執行部と、議会の意思との相違が明らかとなる、
重要な局面を迎えました。
　今後も、市民の皆様の代表として高い倫理観を持
ち、石岡市がより良いまちとなるよう、様々な課題
について議論を重ねていきたいと考えます。議会に
対するご意見や広報紙へのご感想などございました
ら、お気軽にお寄せください。（川井）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一　　副委員長　新田　　茜
委　員　小松　豊正　　委　員　谷田川　泰
委　員　飯村　一夫　　委　員　中根　淳一

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10 言語翻訳や
音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報紙などが集約さ
れた「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォ
ンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！
※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

請願・陳情
〜あなたの声をお寄せください〜

請願・陳情

　請願とは、憲法に定められている国民の権利の１つで、国または地方公共
団体の機関に対して意見や希望を述べることをいいます。
　請願の提出には議員の紹介が必要となりますが、石岡市議会では、議員の
紹介がない「陳情」も含めて受付を行い、議会で審査しています。

提
出
時
期

書　
　

式

　請願・陳情は、議会事務局で受付をしています。
　ただし、受理後の直近の定例会で審査できるのは、原則として定
例会開会日の約２週間前に開かれる議会運営委員会の２日前（土日
祝日含まず）の午後３時までに提出された分です。これ以降に提出
された請願・陳情は、結論が出るのは次の定例会以降となります。

　請願・陳情には、特に書式等の決まりはありません。
　ただし、提出される方が個人の場合は「署名と住所」又は「記名・
押印と住所」を、法人の場合は代表者の「署名」又は「記名・押印」
と法人名称・所在地を記載の上、請願・陳情の要旨を簡潔に記載し
てください。
　請願の場合は、さらに、紹介する石岡市議会議員の「署名」又は「記
名・押印」が必要です。　※右の記載例参照

これまでに寄せられた
請願・陳情の内容や審
査結果、詳しい提出方
法は二次元コードから

件名
　例：○○に関する請願書（陳情書）

趣旨（本文）

令和　年　月　日
　　石岡市議会議長　殿

提出者　住所
　　　　氏名（署名又は記名・押印）
紹介議員（※請願の場合のみ）
　　　　氏名（署名又は記名・押印）

【記載例】


